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1 は じ め に

宮城県のソラマメは,県南部の秋まき栽培が中心である
が,近年,県北部でハウス育苗による春まき移植栽培が行
われるようになった。

春まき栽培は,秋まき栽培に比べて株当たりの分枝数は

少ないが,欠株がほとんどなく,収量はほぼ同程度で,有

効な作型ではあるが,育苗技術,栽培管理技術など未検討

の点が多い。そこで,春まき栽培技術の確立を目的に,昭

和58年度に試験を開始し,品種.播種期及び育苗方法につ

いて知見が得られたので報告する。

2拭 験 方 法

(1)品種比較

昭和58年度から2年間試験を行った。58年度は,河内一

寸,仁徳一寸,打越一寸,陵西一寸の 4品種を供試し, 3
月 7日 に播種して,4月 9日 に定植 した。59年度は,更に
金田l,渡辺一寸を加え6品種を供試し,2月 27日に播種し,
3月 30日 に定植した。いずれも温床 (地温 20± 2℃ )に播

種 し,発芽後冷床で育苗した。栽植距離は,う ね幅 120“ ,

掬問30ぃでα当たり277株栽植 し,施肥量は a当たりN―

128り ,P205~260た,,K20~200″ とした。
(2)播種期

昭和58年度と60年度に行った。品種は打越一寸を供試し,

58年度は, 2月 25日 ,3月 7日 ,17日 に播種した。60年度
は,播種期を前進させ, 1月 21日 , 2月 1日 ,12日 .21日
に播種し, 1月 21日 ,2月 1日 播種区は定植後ホールプラ
ント栽培を行った。30日前後の育苗で定植し,その他の管

理は(1に準じた。

(3)育苗方法

昭和59年度は,播種方法について,60年度は育苗日数と

ポリボットの大きさについて行った。品種は打越一寸を供

試した。播種方法では,温床と冷床を比較した。 2月 27日

播種で 温床区は電熱温床線で地温を20± 2℃ に維持し,
発芽後は両区とも冷床で管理を行った。育苗日数は,播種

期を 1月 21日 , 2月 1日 ,12日 ,21日 とし,全区 4月 3日

に定植した。育苗日数はそれぞれ71日 ,61日 ,51日 ,41日

であった。ポリポットは 3号と35号の 2種を用い,各播

種期と組合わせた。その他の管理は(1)に準じた。

3 試験結果及び考察

(1)品種比較

58年度は,供試した 4品種のうち,打越一寸力撮 も多収
で, 3粒葵の割合も高かった。59年度は表 1の とおりで ,
α当たり収量は,打越一寸が 2006の で最も高く,次いで
渡辺一寸>河内一寸>陵西一寸>金田l>仁徳―寸の順とな
った。収穫爽に占める3粒奏の割合は,打越一寸が494%

と最も高かった。

以上の結果から,収量,品質において打越―寸にまさる

品種はみられなかった。

表 1 各品種の収量構成 (昭和59年度 )

供試品種

a当たり燿
(可販奏 )
lt9)

収量構成 (奏数 ) 収穫
押
(%)

3粒薬 2粒奏 1粒奏
(%)  α)  (%)

仁徳一寸

陵西一寸
金  剛
渡辺一寸
打蛉_計

185 1

162 3

1740
168 2

199 7

200 6

173   433   394
41 7    39 7    18 6

26 4    46 3    27 3

41 5    37 4    21 1

438   396   166
494   347   159

750
675
65 0

75 0

75 0

注 収穫は 7月 2日 , 5日 ,10日 ,13日 ,16日 ,23日
の 6回行った。
α当たり収量 =株当たり収量×α当たり収量
播種 2月 27日 ,定植 3月 30日

表 2 播種期別の定植期及び定植後90日 の生育
(昭和60年度 )

定 植 後 90日

テ苓Tぜ謡諭露響1警
186  5 8   0 2    7 5   110 9

194  6 7  07   60    99 9
200  6 5  0 6   6 4    87 5

注 品種 打越一寸

68 47
78 50
93 51
88  68
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播種期

(月 日)

α当た
り1超量
可厳
Gιっ)

収量構成 (奏数 )

嚇牌
①

開花
始期

(月日)

収穫
始期

月日)

3粒葵 2粒奏 1粒葵
(%)   (%)   (%)

121
2  1

212

206 8

198 4

200 1

1543

28 1   42 4   29 5

35 0   397   25 3

34 ,   32 0   33 1
26 8   37 7   35 5

125
100
75
1! 1

52
58
58
5 14

6 5
613
617

表 3 播種期別の収量構成 (昭和59年度 ) 収量は 1月 21日播種区が 2068り で最も多かった。

以上の結果から,播種期が早いほど多収となる傾向はみ

られたが,育苗管理 ,品質などから,2月 1日 前後の播種

が適当と思われる。

(3)育苗方法

播種方法の結果は表 4のとおりで,発芽までの日数は温

床区の13日 に対し,冷床区は20日 を要した。発芽率は冷床

区が温床区より約20%低かった。収量も温床区が冷床区を

α当たり約20″上回った。

育苗日数とポリポットの大きさについては,定植後の生

育は,育苗日数が少ないはど,又ボットが大きいはどすぐ

れていた。育苗日数が長くなるほど,無効茎が多くなり,

有効茎数が減少した。`当
たり収量は,表 5に示すとおり,

育苗日数が同じ場合には, 35号 ポット区が3号ボット区を

上回った。また育苗日数が長くなる程,生育中の立枯れ病

り病株が増加する傾向がみられた。

以上の結果から,播種は温床で行い,育苗日数は30日位
とし,ポ ットの大きさは 35号が適していると思われた。

注 り病株は立枯れ病にかかった株
品種 打越一寸

(2)播種期

58年度は,収量. 3粒奏の割合で 最も遅い 3月 17日 播
種区が他の2区 に比べ低かった。60年度は,表 2, 3に 示

すとおり,定植後90日の草丈は,播種期による差はみられ

なかった。有効茎数は, 2月 1日 ,12日 播種区がやや多か

った。株当たり着花数は, 1月 21日播種区が 1109個 と最

も多かった。開花始期,収穫始期は, 1月 21日 播種区が最

も早く,それぞれ 5月 2日 , 6月 5日 であった。α当たり

表 4 発芽条件の差による発芽状況及び収量構成 (昭和59年度 )

区 別

況状芽発 α当たり
収  量
(可販薬 )

(た,)

収 量 比
(可販 重量 )

収量構成 (薬数 )

奮ぞ鴨亀毅 響■ミ毅 発芽率
(日 )        (日 )       (%)

3粒 奏  2粒 奏  1粒 薬
(%)       (%)       (%)

床

床

温

冷

7           13         957

12             20          77 1

150 5

1315

100

87 4

49 4       347       15 9

423      429       148

注 温床区は発芽後,冷床へ移動して育苗した。
品種 打越一寸.播種 2月 27日 ,定植 3月 30日

表 5 育苗日数及びポリポットの大きさ別の収量構成 (昭和60年度 )

育苗日数

(日 )

ボ ット

(D

α当たり収量
(可 販爽 )
(た,)

収量構成 (茨数 )
り病株率

(%)

開花始期

(月 日)

収穫始期

(月日)
3粒 爽  2粒 奏  1粒 葵
α)          (%)          (%)

71

61

51

41

35

136 8

1611 3

148 4

1543

29 2        36 4        34 4

29 8        34 0        062

293        41 0        29 7

268        37 7        355

22 9

114
17 1

111

5 1
5  8

514
514

613
6 24

6 24

6 24
71

61

51

41

1284
1224

1209

148 8

18 9        436        37 5

30 2        37 6        32 2

29 7        395        308

27 3        41 7        31 0

33 3

400
333
133

5  1

5  4

5  8

514

613
6 24

6 24

6 24

注 り病株は立枯れ病にかかった株
品種 打越一寸,定植 4月 3日

4 ま  と  め

ソラマメ春まき栽培は,育苗期及び定植期が低温のため

育宙管理が収量に大きく影響する。したがって,生育のそ

ろった良い苗をつくることが大きなポイントになる。

品種は,多収で 3粒薬の比率が高い打越一寸が適し 2
月 1日 前後に, 35号 ポリポットに播種して,発芽までは

地温を20℃ 前後に維持し,その後冷床で管理して,30日 前

後育苗した苗を定植することが,高品質,多収につながる

ものと考える。
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